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〈論文〉

小学校体育科 :「飲酒の防止」についての授業開発の試み

赤田信一  赤田陽子*

A development ofteaching and learning about ``Prevention of Drinking'' in Elementary School llE

Shinichi AKADA  YokO AKADA*

Sunllnary

This paper is a study of development of teaching and learning which applied to the contents of the

government new guideline for teaching about “Prevention of Drinking'' in elementary school RE.It's the

contents of the lesson that the Underage Drinking is harllllful to health, and the various health‐ related

act■vities take place in the cOIllinunity. When teaching''Prevention of Drinking,"teaching methods are

devised by incorporating learning activities that make pupils use the knOwledge they have acquired.
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I はじめに

本稿は小学校体育科の第 5学年及び第 6学年の保健

領域の内容である『病気の予防』における「飲酒の防

止」に関する授業開発とその実践研究の報告である。

さて、平成 23年度から全面実施されている学習指

導要領に示された「飲酒の防止」に関する授業では、

飲酒が喫煙や薬物乱用などの行為と同じく『健康を損

なう原因となること』を理解できるようにすることが

求められており、小学校学習指導要領解説 (体育編)

の「目標及び内容」にも、以下の内容が記載されるなか

で、これに準じた小学校での保健学習の実践が期待さ

れている。

工 喫煙、飲酒、薬物舌し用と健康

(ア )(中略)飲酒については、判断力が鈍る、呼吸やlb臓が苦

し<なるなどの影響がすぐに現れることを理解できるよう

にする。なお、飲酒を長い間続けると肝臓などの病気の原

因になるなどの影響があることについても触れるようにす

る。

その際、低年齢からの喫煙や飲酒は特に害が大きいこと

についても取り扱うようにし、未成年の喫煙や飲酒は法律

で禁止されていること、好奇lbや周りの人からの誘いなど

がきっかけで喫煙や飲酒を開始する場合があることにつ

いても触れるようにする。

また、小学校学習指導要領解説 (体育編)の 「指導

計画の作成 と内容の取扱い」における「2内容の取

扱い」には、学習を展開する上での留意点として次の

内容が記載されるなかで、その配慮が求められている。

静岡大学教育学部保健体育教室

静岡市立賤機南小学校*

(o)保健の指導に当たっては、知識を活用する学習活動を取り

入れるなどの指導の工夫を行うこと。(中略)

知識を習得する学習活動を重視するとともに、習得した知

識を活用する学習活動を積極的に行うことにより、思者力・

判断力等を育成していくことを示したものである。指導に当

たつては、身近な日常生活の体験や事例などを用いた話し合

い、プレインストーミング、Fbi急 手当などの実習、実験など

を取り入れること、地域や学校の実情に応して養護教諭や栄

養教諭、学校栄贅職員などの専門性を有する教職員等の参

加・協力を推進することなど、多様な指導方法の工夫を行う

よう配慮する。(中略)

また、今回の学習指導要領の『病気の予防』におい

ては以下の内容についての扱いが新たに加えられた

こともあリヘルスプロモーションの考え方による「飲

酒による健康被害の防止」を目指す保健所や保健セン

ターの活動、また社会全体での環境整備の諸活動につ

いて効果的に「飲酒の防止」の授業内容 と関連付けな

がら学習 されることが期待 されるところとなつた。

オ 地域の様々な保健活動の取組

人対の病気を予防するために、保健所や保健センターなどで

は、健康な生活習慣にかかわる情報提供や子防接種などの活動

が行われていることを理解できるようにする。

このように新 しい学習指導要領ではいくつかの点

で内容が整理 された り、新 しい内容が加えられたりし

ており、また、内容の取扱い上の配慮が示 されたりと、

以前の学習指導要領 と比べてもその変化・違いは少な

からず存在 している。今後はこの変化に対応 しながら

授業改善を図るためにも、質的・量的な面で、多様な

授業開発 とその実践が求められよう。

そこで本稿では、今後の「飲酒の防止Jに関する授
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業実践の発展を願いつつ、時代のニーズに対応 しなが

ら当該授業の開発を試み、その実践の報告を行 うもの

である。そこでは、現在に至る「飲酒の防止」の授業

実践の系譜 と課題を踏まえつつ、国内外の公的な飲酒

防止に関する啓発のコンテンツや最新情報を収集 し、

それらを発展的に加工・応用しながら、教材づくり・

授業開発を目指 していった。

なお、今回の授業開発は平成 21、 23年度に行われ

たもので、静岡市教育委員会スペシャリス ト派遣事業

また民間教育力活用事業の一環 として、市内の公立小

学校との共同的作業で実践・検証された。静岡大学教

育学部 と静岡市教育委員会 とのパー トナーシップに

よって実現 した実践であり、同時に小学校の学級担

任・授業担当の先生方、ならびに静岡大学教育学部学

生有志によるチームティーチングによる実践である。

Ⅱ これまでの「飲酒の防止」に関する授業実践と新

しい教材づくり・授業開発の方向性

日本では「未成年者飲酒禁止法」によって未成年者

の飲酒が法律で禁止 されているわけであるが、学習指

導要領においても、未成年者の飲酒による健康被害を

防ぐために「飲酒の害」に関して学習する機会が提示

されている。これを踏まえ、小学校でも「飲酒の防止」

に関する授業実践(健康教育)が以前から行われている.

小学校での健康教育は、主に「保健指導」と「保健

学習」の中で実施 されるが、「飲酒の防止」ついての

内容も、これ らの中で扱われるのが一般的である。前

者の「保健指導」においては、例えば年に一回から数

回実施 される「学校保健委員会」に代表されるように

全校児童を体育館等に集めて指導したり、適宜学級・

学年単位で指導したりする中で、大人数を対象として

の一斉指導が、多くの学校で実施 され、現在に至って

いる。ここでは、いわゆる「講話・講義形式」によっ

て、「飲酒の害」に関する『知識・理解』に重きを置

いた指導・学習が中心となることが多い。また後者の

「保健学習」では、教科のカリキュラム計画の中で、

第五学年または第六学年において一時間 (45分)程度

で扱われるが、この「保健学習」においても、保健の

教科書やワークシー トが用いられながらも、時間的な

制限から「飲酒の害」に関する『知識・理解』に重き

を置いた学習が中心となることが多い 1)。

しかしながら、「飲酒」とい う人間の行動に対して、

「飲酒の害」に関する『知識・理解』に重きを置いた

学習だけでは、それを回避する効果は十分ではないと

する行動科学の知見2)ゃ
、自尊心の形成やコミュニケ

ーション能力をはじめとする心理的社会能力 (ラ イフ

スキル)の育成を目指さなければ未成年の問題行動は

解決しにくいとする知見 3)、 加えて、文部科学省の学

習指導要領でも強調されてきた『思考力・判断力の育

成』や『 関心・意欲・態度』の観点が、徐々に学校の

健康教育に浸透 していく中で、従来の『知識・理解』

だけにとどまらない「飲酒の防止」の「保健学習」・「保

健指導」が開発・実践されつつある。

ただ、思考力・判断力を育成するためにも、先ずは

効果的な教材の活用による知識の獲得は不可欠であ

り、『 知識・理解』のための優れた教材開発の重要性

は揺 らぐことはない。例えば、小学生向けに特化して

開発 された映像教材 「ス トップ・ ザ・薬物」 (日 本学

校保健会制作)の中のアルコールの有害性を説いた映

像も、開発された優れた教材のひとつであろう。そし

て、その教材を授業の前半部分で活用 した保健学習

「アルコールつて、何 ?」
4)の

実践においてその授業

の後半部分で『思考力・判断力の育成』を目指すこと

ができたのは授業の前半において知識の獲得を図っ

たその映像教材の価値の高さによるものと言えよう。

保健学習において、知識の獲得ための映像教材の価

値は高い。先の実践の成果を踏まえつつ、「知識をも

とに思考を深める」という授業展開の構想の中で、『思

考力・判断力の育成』をさらに充実させるための、よ

り効果的な映像教材の開発が今後も求められている。

一方、行動科学やライフスキルの知見を踏まえた

「飲酒の防止」の授業開発は、例えば、保健学習「ア

ルコールを勧められたら、NOと 言える自分に」
5)の

実践にも見られるように、飲酒を大人や先輩・友達か

ら勧められたとする仮の状況設定の中で、その飲酒の

勧めにどう対応 して飲酒を回避するかとい うロール

プレイング (役割演技)の指導方法を取 り入れるとい

う方向で進められることが多くなつた。しかし、知識

を活用する学習活動として、また、子どもたちの思考

力・判断力を育成するための学習活動 として期待され

ているこのロールプレイング6)の扱いが、本来の目的

とはズレが生じて、「ただ飲酒の勧めを断わればいい」

といつた「断わる技能」の育成に偏つてしまつている

状況も見受けられる。この指導方法が、本来の目的 (=

子どもたちの思考力・判断力の育成)に向かつていく

ための、教師の丁寧な子どもへの関わ り方やその支援

方法の開発が求められている。

また、未成年の飲酒行動を促進する可能性があると

問題視されているテレビのアルコール CM7)において、

近年、「若い女性」をターゲットにした内容が増えて

きているとい う指摘8)を
踏まえ、女性にとつての飲酒

の危険性を深 く学ぶための教材の開発が求められて

いるとともに、そのようなアルコール CMの情報に触

れた時にも、適切な思考・判断のもと、それに対処で

きる能力の育成を目指す指導方法を開発することも

求められているざ

以上、現在に至る「飲酒の防止」に関する授業実践・

保健学習の開発の系譜と、そこに内在する課題、加え

て、子 どもたちを取 り巻く社会環境 (ア ルコール CM)
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のM腫薫を蝙まえた授業鑢発のユーズに‐-3い て適ベ

た。次事には、これ銀の議塀 闘雇 Jへ の解決を目指す

ための数材疹 くうとそれを用いた授業開発の試みを

示す。

爾  「畿攣の鋳止」に関する歌材づくり軒授糞聞難

燿ヽ学校学習指導要無難説 (悴育編}命「躍糠桑び繭

客 ilこ 示されたもの、また、子 どもたちの実態 と扇章

での検討向答を麟まえ、以下 8薫 (a～k)の 内容なつ

いて教材づくりを行った。

轟.低年齢かゐの歓攣は、健康上の悪影なが指摘 され

てお り、特に脳への影響が大きいこと。

鶴.零簑や巻な0はたらきに対 し、意性鞠な悪影響を

与えること。

肇″吐いたちのを母どにつましせて、死亡することも

あること。

L.長離の飲酒が、選手艤などの病気の発痘に深 く閥か

儀こと。また、長期砂アルコール依存か義0脱却

を支援す儀保健購軋 (予防啓発活動も含まれる)

が地域で行わ承メq~い ること。

け,判断力が鐘下し、ケガや事故を手|き 起通すことも

あ櫂こと。

最 未成年の飲酒は、法律モ禁止 されていること。

蓼.テ レビCMな どの広告の影場を受 13‐飲濯を爾始

するようなことがをいように、プディアに対す機

適蠅な分析力 懸対処能携が必甍 とな儀こと。

h.好奇 :なや圏 りの人からの議いなどがきつかけで

散綱を開始す懇場合がわること。

これらを振録た教材 と、その議材を用いた授業鶉発

齢様子 (授業実鐵瞬爾)を授業の続爾母時離列記沿つ

て以下をこ綴介 し、その儀饉 螢効果につけての検討を進

め4。

なお、授業繹進行 鰤構成上、轟“鰹の襦本を聞時に振

つた り、経 り返 して機つた りする場合もあ儀。

の 飲酒藤人体め各濃官へ悪影響を与えた り各種疾

病織発症に深 く闘与 したりすることなど、者の書の

全体像を学ぶため母教材づ くり参授業開発

飲酒が人体に与える悪影響な観覚的に理解するた

め、国内外から資料をまぬ儀中で、科学鍮な機拠が認

め毎れ、おおつヽや、始⑫画像パ澪ゝ学生の発達段階なと

もであ儡程度的適性があ4と 判断されるなのな数点

選び、その画像をルー ドの形簸にして、授業の導入場

爾で梅える教材づくりを行った。なお当然0こ となが

ら、画像の著作権は製作元にあり、今回の推れを活用

して作成 した教材は、授業実践の場であ機数室のみで

使われるだけのものである.

以下 (資料 1)は、そ母教材づくりの鮨な活驚 した

国織を持入 したカー ドの一部であ儀:飲酒の人修への

憲影響
「

シンプルに分かりやす く示 されてい碁。

実際な 量晰種類のカー ドを 2枚ずつ蠅意 し、そ鍮 露鸞

数をテー‐ブル磯上を通轟返 して広ば、飲酒‡通よ鶴健康被

書が記載 された同じ寵容のカー ドを捺 し当てていく

とい う、いれゆ悪 鮮神経衰鯰J鍮力… ドゲームを行え

るよ会に二夫した。授業の導入として、ゲS――ムを騒 し

て飲酒の害を全体綺に確認 しながら、関心や意歌を高

められるような学冒場画の成立を図った。

(資料 1)

※開発し趣「神経衰弱陶―ドプームJの一部。  A観就「義lia's

漏ation感 i八]o◎ho:Cattpaig豫 など饉よは啓発心料警溝選した。

ま 授業実錢の様子 暑

※6導程度約珂ヽグループの形態でカード

グ・‐―ふ種遇薦して織儡鑽斃実賎靱様子。子

どもた準は鶴檬擁饉この港動ほ取り組ん

で膿鯰参鐵師がF_l― ドの竜容膊畿眼を轟鵞

調えて濤くとと鍾より、轟曲邁動が、攣な

る
書
カー委遊ぴ

抄
:こ 難ることな防ぐ轟れが

で塞た。畿な、プーーム|こ 対応し難ワーシン
議卜覆覇量し、籍―ド韓示墓れ融書徹これ :こ 書筆込んで簸ゝ≪作業動な

がで、挙起鶴姫準は馨λ爆画の学習を深めて騰つ敵。授業の導入とし

てめ扱懸ゝでは轟ったガ、歌通の書を学ぽ瀑れま邊鵞!い 。慧歌を高める

とこ|こ あしヽ電効果的な数村で鵡惨、議議饉議の獲得亀可畿な学奮轟動

で纏参難.

② 億年齢かる0飲酒は、議への健康上縁悪影響が大

きいとい 拳ことを学厚た路の数材 (観 聴覚教材含

む)ぶ くり。授業開発

飲藩が人体へ与える悪影響の中でも、もうとも深刻

を害のひとつである「脳への影響Jにつしヽで学んでい

くための数材づくりを行つたも添燿 した襲機は N爾重

57
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教育番組で放映された「藩の書」め映像を中心として t

その視聴に加えて、新規に作成 した「脳」の模型 (飲

酒 していない脳 と鉄藩め害によって萎縮 した議の 2種

類)を用意 し、その種型を体験的に持ち比べながわア

ル コールが脳に与える悪影響について学べるよう配

慮 した。なお、今間の教材づくりに活用 した動画は、

授業実践の場である教室のみで使用するものである

(以 下、同様 ).

以下 磯 料 2)は、数材づくりの際に活用した映像

の中力ゝら、その一部を便宜的に静止画として示 したも

のである。このようなアルコールが脳へ与え冷審とそ

の症状の進行過程が視覚的に分か りやす く示 されて

いる視聴覚教材を活用することにより、子どもたちが

飲酒の議への悪影響について具体的に理解できるよ

うな学習場面の成立を図つた。また、映像視聴後に脳

の模型に触れる活動を加えることにより、脳細胞 朝滋

の機能)に とってのアルコールの有害性についての理

解をさらに深めていける学習場爾の成立を図った。

※低年鹸からの歌藩により1図縄胞が破壌。萎縮していく様子を示した

映像を港用した。(こ こでは、なから右へ、症状が悪{じ L/ている映像

を並べている。)     .      |

修‐授業実践の様子 機 |‐| ||      | |‐
‐
 |

※映像教材の藩繭 (在 )と脳の種型を活用

(右・右下)してし`都授業実錢の様子。嬢鐵

教材の視轟後、子どもたちは脳め模型を持ち

比べ6活動を通して、アルコーーノしが脳細胞を

破壊・萎縮させる可能性があること|こ つしヽて

の学習を深めていつた。飲酒の脳への憲鱚靱

を示した鋏像の捜聴と、体鹸的な学問種組み

合わせることは、飲酒の書を学l‐

gぅ とする間

心。慧欲を高めることにおいて効果的であり、

同時|こ 、未成筆者の飲酒の害の大きさ饉闘
~3‐

る知識鍮獲得も可能とな

饉攀習活動であつた。

③ 飲酒が呼吸や心議のはたらきに対し、1鮮的な悪

影響を与えること、また飲酒による極社によつて物

をのどに諸まらせ死亡す儀可能性もあることを学

|ボための数材 機 聴覚教材含む)づくり霞授業開発

飲酒が人体へ与える急性的な悪影鰺につも`て学ん

でいくための数材づくりを行つた。活用 した映像は

NttK教育番組で放晰 れた「未成年の歓藩～体への

影響～」の映像を中′いとして、その視聴に加えて、急

性影響が出る可能性が高くなる血中アル コール濃度

の値に関する「閥いJを用意 し、その答えを導く追究

過程において、アルコールが人体に与える悪影響につ

いて学べるよう配慮 した。

以 lt~磯料 3)は、歌材づくりの躁に活用 した映像

の中から、その一部を便宜的に静止画として示したも

のである。飲酒によリプルコールが重績を介して体全

体へ巡 り、呼吸や拍動を司る中枢神経へ深えなダメー

ジを与えていくその進行過程が視覚的に分かりやす

く示されている視聴覚教材である。このような教材を

活用することにより、子どもたちが飲酒の急性純な悪

影響について具体的に理解できるよ うな学習場面の

成立を図った。また、映像の視聴後翁血中アルコール

濃度に関する「聞いJは以下に示す通 りであるが、血

液とアルコールを模 した水溶液を用意 し、その量を具

体的に比較することによつて、人体にとつてのアル滅

―ルの有害性に関する理解をさらに深めていけるよ

う配慮した。なわ、子どもたちの意見としては「人が

死んでしまう可能性もあるのだから、多い量に違いな

い。」というものがなとんどで、 (工 )を予想する子ど

もは少なかつた。      |

※飲酒 |こ よリアルコー

ルが全身へ巡り、はが

鸞26と中枢神経命働

きに深刻なダメージを

与え、呼機や子か艤翁飩

畿が停止す奪可能性も

纏ること登示した映像を活用したI(こ こでは、なからもへt星印で

示したアルコールが禽轟へ広がつてしヽく様子の映像を並べた。)

ぶ 血中アル量ニル濃度 と急性影響に関する問い ]

飲酒lこ よつてて人間の血液中|こ 一定睫のアルコーんが含ま

れてもヽくと、呼吸や′ふ艤が止まるなど生命の危険にさらさ

れることがあつ護す。では、人間のEll液 が 4リ ットルであ

るとすると、そのXll液 の中にどれだl~J命なのアルコールが

驚まれ機と、そのような危険な状態になる可能性が出てく

るでしょうな:

ァ  約400輸 :   ギ  約200ml
や  約40ml    二  約20rnl

(資料 3)
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なここでは F曲 攀アル磯―ノ♭濃度が 0.5%を超える起急性アんコーザレ

中竃 :こ よつて生縮が危饒な状態|こ 臨儡爾畿性が鏃儡聾としLう 医学鑢覺

地鋳導起問い餐作成し難。結果としてこの購笞は (正 )とな卜。なお、

鐵際の経圏|こ よ靡飲酒でのllllや アん脚―ルは度の上昇は、寵 。腸から

の職llE速 度、譲趣鮮臓での総解適度の鸞爆等饉よって個人整が続る。

最 緩糞実錢の様子 鵞    ‐

※ 数 量 の 前 に Ell液 鐵

量宣てた 47ッ トル の

赤 bゝ 液悴を入範鮭本槽鬱

躍慧都、番の具体軸とのよじ

較 :こ 轟しヽで解簿を手磯さ

慧てしlる機菫霙錢濾様子。

子ども鮭挙 :こ とつて鱗笞

饂20鶴 :鋳陪は非常に数憑

として鸞なされ、このLざ
人間凝豊雛颯危険 |こ さらしてしヽく電能性が饉磯とと|こ 大きなに議覆

覚えなガ機、アル機―メ影が入闘登死亡萎彗る可能性膠纂儀こと|こ つ繰
~4~靱

学理を深めてしヽつた。

アプ移コーメかが一定は建超え卜と呻枢神経の働き |こ 灘爽峰 ジメージ

種与え碁と総う嬢艤翁崚朧と、「聞賊聾の書Å獲子慧し、その答え鶴

突物覆型 《血液とアル露―ノしの承溶灌)のよし難|と より確かめ卜としヽラ

ジ理活動の組み合わ撃は=子ども鮭辱|こ 、未成筆音の難藩め書の大講

さを醸購奎慧る難機の動果鋳な手法のひとつとな儡.

次をこ、以下 (資料 4)まま、飲級によ碁嘔鐘によもて

物をのどに詰まなせ、脅の結果、空息ξこより冤奮―
f‐ 鶴

電能性ポあることを理解 さ管機ために活用 した国絵

であ為。具体性な写真資料を驚しヽることにより、飲酒

が室息とい うかたちで人を死亡させ る可能性があ藝

ことを、子 どもたちが槙覚鞠に理機馨できはような学習

場面の成立を図った。

`警

鵜 4)

※飲酒 |こ よ攀嘔畦して影ヽる国絵 (上部)と、

1置畦物がのご筵詰畿つな時の状鶴甕説明す

砒璽総 (下部)、 講趣喉の内機饒警糞 (壱≫

の難料を

'舌

用 した。なる、上書ほ図総議

ム機鎮「象liat s mattΦ 鐵教1薦。③誅感Ga鶴静aiぶ隣

の議発甕料によるtので轟檜。8匡畦のシーン

を鷺はこと機、一般的|こ 気持ちの良いもので

l~3な いが、具悴時な図総や喉の内崚饒写真種

冤纂こと|こ より、「飲酒|こ よつて、働向け|こ なつ鮭状態でも嘔崚する

ことが機る (壱 上艤絵)Jこ れと、量れ |こ より嘔吐物ガ喉|こ 詰畿惨亀

菫息 `死亡する通とも蝙るとし鶴う畿酒の遺贖性 |こ つしヽで、子どもたち

は憑瘍理解甕深ける進とざでき難L

④ 飲酒を長期に続け儀と、肝艤など鍮病気の発生の

可議性を高め暮ことンあることを学ぶための教材

(擁聴覚畿材含数)づ くり 幹授業爾発

長難の飲酒が入悴へ与え儀悪影響として「鮮鶉翁病

饉」鮮指摘されていもが、そめ理無なついて学んでい

くための数材ぶくりを行つた。輸像は N爾鸞教育番組

で旗暁された「未成年翁飲酒～体への影響～Jの も母

を中ぜかとして活用 し、肝艤がアルコー・‐ルの力幣 (無害

化)の役 目を担っている浄ヽいこそ、アル豪k― ―ルをこよ鶴

悪影響が出やすいことやいて学べ懸よう配慮 した。ま

た新艤に悪影響メ出てしま 滲よ勢な長蟻曲アル 瀬―

ル畿取の生活に褥 れなひよ強にするた機参社会鑢な

予防啓覺の保健活動ぶ行われていることにも触れた。

嶽下 (資料 3)は、歌結ぶくり母際に若用した映像

蒔中か鞣、そ働一部を使宣的に静止画として示 したも

件であ儀。具体価を機聴覚教材を満濯することにより、

アルコールが肝艤で処理 され儡人体の壼組みのなか

で、長期の救藩ぶ始の肝院に深刻なダメ・‐‐ジを与える

結果 とおることなつ1/bで、子どもたち鮮それを明確に

理解でき儀ような学習場画織成立を図った。

※Pブ 験機姜み鰊漁鱗ガ鵞干艤|こ よつて彗われはことな、懺けた機鮭長

期の酸酒 |こ より諦院がアル爵――ル雹書甕賣け轡響くな機こと登示

し趣眼鬱を選欝し趣。(嬢檬は、左ざ肝艤鋳鐘機、轡農が肝麟雹爾

き、整が量干颯峨病気 :膵覆変鋳様子。》

修 授業実轟の様子 機
※綾機数猶警遜鶏じ

てい饂緩鷺鐵購聰檬

子。具体鑢な験機鞭

稼警視鑢し、そ翁内

容薇鞭mず鶴鸞難議

遇移て、ア∫影懺―∫レ

ポ鮮艤 |こ 轟轟蜆覆与

え纂とばこつ癬で難

理解種深めていつ驚.

犠 |こ 、新院の「艤器

なしての人薮塞」と、「体の中懸:こ位置づく態こ感が、饒磯撥輔:こ

より鴫磯とな峰、モ難 FA議≪感て「中懸」鮭あ檜も約が病気|こな

ってし畿憔可能性が囀ると機呑事実ぼ触れ犠れ磯aとは亀子どもた

ち:こ とって、戦懸命書|こ 関する矢]機の獲得|こ 堕要な攀理となつた。

◎ 飲酒により報断力が低下 して、けがや事載t問題

行動や危険行動 の発生Φ可能性 を高 あるこ とがあ

るこ とを学ぶた めの数材 (極轍覚教材含 な)ぼ く

‐り 零授業開発
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飲酒が人体べ与える急性的な悪影響としてめ「判断

力の低下」について学んでいくための教材づくりを行

うた。具体的な事例を扱った「問い」や 機 酒運転に

よる交通事故に関する映像教71■Jを用意し、解答を導

いていく過程のなかで、飲酒による判断力の低下が入

間に大きな被害をもたらす可能性があることを学ベ

るよう配慮した。

以下 (資料 0)は、判断力の低下にようて越きる人

の間饉行動を分かりやすく示したものである。実雛の

授業場面では掲示の配列を変えて示し、「～のつもり

⇒実際は～」の写真のマシチングを子どもたちが考え

ていく中で、飲酒による判断力の低下の問題を理解で

きるようにした。  |
資料 7は、授業め中で視聴した「飲酒運転による交

通事故」に特化した映像教材の中からその一部を便宣

的に静止画として示したものである。飲酒したにも関

わらず車を運転して、判断力の低下や状況認識の破綻

をきたし、前方を走つている車を認識できずにブレー

キもかけず衝突し、その車を川に転落させ、結果的に

貴い 3人 の分を奪らてしまうた事故の様子が示され

た映像教材である。このような数材を用いることで、

飲酒―の害のひとつである判断力の低下について、理解

を深められるように配慮した。特に、飲酒運転の危険

性については小学生の時から理解 しておくことが必

要であると筆者は考えているが、今EBI騰用した教材は、

視覚的に分かりやすく、その危険性を深く認識するう

えでも、非常た効果蝿であったと思われる。なお、1教

材 として視穂 した映像 17■ 、N轍 番組で放映された「飲

酒運転は撲減できるか」め一部を活用した。| |
また資料 8は、授業の中で視聴した「未成年者で飲

灌した者の問題行動Jに特イヒした映像教材の中からそ

|の 一部を便宜的に静止画として示したものである。ア

ルコール問題を扱 う国際飾な機関のひとつでもある

優畿感us薔玲z Ase◎越a職o餓 hr ResPotts褒 鶴菫e ruco盪顧 usc

(A麒)によるもので、具体的な事碗が分かりやすく

映像で紹介されている。|  ||_‐‐‐    ‐

以上、資料6での「～のうもりも実際はん」のマシ
ー
f― ングを考える学奮活動とtそめ後の映像教材 (資料

7鬱 8)の視聴を組み合わせることにより、飲酒が人

の脳め機能 (判断力)|た悪影響を与えt・ 事故辱を起こ

す危険性を高めていくことにもいて、子どもたちが明

確に理解できるような学習場藤め成立を図うた:

(資料 6)

女子 トイレに入つたつもり
~覆

藤な勇事トィレわ た

1議を見て燿ってしヽるうもり 1肛 実際|よ 目の前に薫があつた 薗

※飲酒|こ より判断力が低下し、状況の議議が上手く出来ず、正常では

ない行動を取つてしまう具体例のI料を溝用した。子どもたちは、そ

のあまりiこ も滑稽な判断・状況認識の様子におきれながらも、その判

断駐スや状況認識のミス|こ よつて、ケガや死亡事故さえ起こしてしま

う可能性のある飲酒命害:こ ついて、その議議をさらに深めることがで

きた。なお、最下段の図総は NttKで放映された「飲酒運転は横Mで

きるか」の二部を活用として数材づくりを行つた。

本来の映像。前に車がありli‐4度の差により車間距雛が縮ま

った場合|よ 、ブレーキをかけて衝突事故を回避できる。

飲酒により、本来あるはずの車を認識できず、そのまま直進。

ブレーキをかけることもなく前の車に衝突してしまつた事故。

※飲酒|こ よる判断力の低下や状況議機の破緒によつて、本来は把握し

なくてはならない前方に走る車を把握できず、結果として衝突してし

まう様子を示した映像を活用した。

階段を下つてしヽるつもり 実際|ま草の坂道だつた

(資料 7)

(資料 3)

実際 :ま 公量の芝の上だつた

70



小学校体育科 :「飲酒の防止」についての授業開発の試み

※未成年者の飲酒の問題点について指摘している映像を活用した。上

段の映像は「 トイレに行<ことは普通のことだけど、飲酒によって女

性が男性 トイレで用を足すことは、普通ではない。飲酒は、あなたを

おかしくする。未成年の飲酒はダメだ。」といった意味内容の映像で

あり、下段の映像は「眠りにつくことは普通のことだけれど、飲酒に

よつて見知らぬ者がたむろする路上で寝込んでしまうことは、普通で

はない。飲酒は、あなたをJE罪被害者にさせてしまうことがある。未

成年の飲酒はダメだ。」といった意味内容の映像となる。

⑥ 未成年者の飲酒は法律によって禁止 されている

ことを学ぶための教材づくり・授業開発

未成年者の飲酒は法律によって禁止 されているこ

とを学ぶとともに、実質的な法的制裁が極めて小さい

現状のなかで、「飲酒 しない生活Jを選択するために

は、どのような認識を持つことが大切になるのかにつ

いて考えてい くための教材づくりを行つた。

ここではケーススタディ的な「問い」 (資料 9)を
提示 し、その解答の解釈についての意見交流・追究活

動によって学習を深めていった。問いの内容は、「父

親が勧めてくる飲酒に、子 どもが応えた場合、罰せ ら

れるのは誰か ?」 とい うものであり、法的な解答は「保

護者である父親が罰せ られ、その科料は 1000円 から

10000円 」 となるわけだが、「飲酒 した子 ども本人は

実質的には罰せ られない (ただし、社会的な制裁は現

実的に存在する)こ と」の解釈や「保護者は子どもの

飲酒を止める義務があり、保護者にその責任を果たせ

なかつたことに対する罰 (科料)が与えられること」

への解釈について議論を進めた。子どもたちの意見は

様々であつたが、「子 どもに酒を勧める大人が悪い。

罰せ られて当た り前。」、「子どもには罰が無いからと

いつて、勧められたから酒を飲んでいいとい うわけで

はない。子 どもが悪い。」、「未成年の飲酒は体に有害

であることは分からているのだから、大人も大人で、

子どもも子 どもで、お互いにもつとしっかりするべき

だ。」等の意見が出された。最終的には 「未成年者飲

酒禁止法とい う法律は法律で大切だが、法律が自分た

ちを守って くれ るだろ うとい うような法律任せの考

えだけではなく、自分の体を守るのは自分の態度や生

活行動にかかつているとい う意識を強く持つことが

大切だ。Jと い う内容で議論がまとまっていった。活

発な意見交流・追究活動によって、飲酒の防止に対す

る深い思考を引き出す学習活動 となった。

子どもの飲酒は「未成年者飲酒禁止法」によって禁じられてい

ますが、以下のような状況になり、もし子どもが家の大人の人と

一緒に酒を飲んでしまったら、誰が法的に罰せられるでしょうか。

<誰が罰せられる?>
1)子 ども    2)大 人 3)子どもと大人

⑦ テ レビCMな どの広告の影響を受けて飲酒を開

始するようなことがないように、メディアに対する

適切な分析力・対処能力が必要となることを学ぶた

めの教材 (視聴覚教材含む)づ くり。授業開発

飲酒行動を促進する目的で放映 されているテ レビ

CMに対して仮にそれに接 した場合でも「未成年者に

とって飲酒は害」という前提に立ち、そのメディアの

内容を冷静に分析・対処する力を発揮することが大切

であることを学んでいくための教材づくりを行った。

実際にテ レビで放映 されているアルコール飲料の

CMを用いて、資料 10に示 した「問い」とその後の

意見交流・追究活動によって学習を深めていつた。

資料 11は、その際に利用 したCMの 中からその一

部を便宜的に静止画 として示 したものである。

子 どもたちは、「商品のコマーシャルだから当た り

前なのかもしれないけど、あまりにもノンキ (楽観的)

すぎる。この人たち、飲酒の害について知らないんじ

ゃないの。」、「美味しそ うだし、楽 しそ う。 しらか り

しないと、そっちの世界に引きず られそ う。J、
「テレ

ビドラマで子ども役をしている人が、ここではビール

飲んでる。これダメだよ。」、「酒なのがジュースなの

か分かりにくい。間違えて飲んじゃうよ。酒なら酒つ

て、正直にもっとはっきり示 さないといけないと思

う。」、「子ども向けの理科の実験を教えてくれる●●

先生が酒のCMに 出ていると、子どもも酒に注目しち

ゃ うよね。」などと意見を述べ合つた。情報に流 され

るのではなく、飲酒の害についての知識 と適切な態

度・分析力をもつて、情報に対処 しなくてはならない

とする活発な意見交流・追究活動によつて、飲酒の防

止に対する深い思考を引き出す学習活動 となった。

また、ある子どもから「そんなテレビCMが流れた

時は、チャンネルを変えればいい。 リモコンはそのた

めにある。分析力も必要だと思 うけど、テレビCMに
問題があることは明らかなことだし、そのCMを見る

か見ないかの選ぶ権利は僕らにある。ブッチッとチャ

ンネルを変えればいい。」とい う内容の意見も出され、

的をついた考えに授業者が驚かされる一幕もあった。

(資料 10)

情報に流されないための
“
かしこさ

"を
持こう ′

海外では禁止されている国もありますが、日本では「洒」のテ

レビCMがよく放映されています。一般的にテレビCMは、その

「商品が売れるよう」に作られ放映されます。

この「酒」のテレビCMの中には、「商品が売れるようにする」

という目的のもと、時として、「大げさ」とも思われるような表

現や、「都合の悪い情報はなるべ<伝わらないように作つている」

と思われるようなものがあるのかもしれません。皆さんは、どう

思いますか? 次の作業の中で、意見を聞かせてください。

(資料 9)

お父さんが飲めっ
て言うんだから、飲
んでも大丈夫なの
かな?

趙C
″
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(資料 11)

褥熙洟鱚

次のテレピCMIこ 対して:1味葉であれば、はうきり伝えるべ

きち戯なめに、十命には伝えされていない」と思われること、ま

たは、「それを見る人に、間違った判断をさせてしまう可能性が

鶴る」と思われること、譲たは「大iずさずぎる」、逆に「目立た

なしヽようほかくしてしゝる」と慧われることを輔 し合おう。

分析対象 としたOMの一部 機

※日本で放映されている一般的なアルコーん歓料のテレビCM数点

の映鸞を通層した。そこ|こ は、しヽわゆるタレントの飲酒シでンが示さ

れており、そのシエンは華福感:こ 満たされて、その飲酒による、人体

への悪影響 (書)についてのメッセージは皆無である。来成年者飲酒

防止の記述が小さな文字で 弩5秒程示されてはいる力や、ほぼ判読でき

なしヽ。アルコーん飲料のテレビCMは、飲酒健進の効率を究翻 4」 に求

めており、それを目の当たりにする視聴者のAl機や態度次第では、C
Mの 目的通りの「飲酒促進」にコントEIl―ルされてしヽく可能性がある。

③ 飲酒が人の体に悪影響を及ぼすことに関する知

識を活用しながら、飲酒防止に向けた思考か 判断

力を高めていくための教材づくり。授業開発

1好奇Jかや周 りの人からの誘いなどがきつかけで飲

酒を開始する場合があることについて、ロールプレイ

ングを通して学ぶため、他人からの飲酒の誘いに関す

る様々な事例のなかから、4ヽ学生の発達段階にとつて

ある程度の適性があると判断される事例を選び、以下

の課題 (フ ークシー ト;資料 12)を設けることで、

飲酒の書に関する知識を活用しながらの思考力 。判断

力の育成ができる学習活動の成立を図った。

また、学習指導要領解説 (悴育幅)の内容の取扱い

に示される「専門性を有する教職員等の参力目爾協力の

推進Jを踏まえ、来成年者飲酒防止教育に関して専門

的な実践研究を進めている静岡大学在学の大学生 8

名をチームテイーチングめ構成員としてこの授業場

面に積極的に参力目させ、だヽグループによる学習形態の

なかで、ロールプレイングのシナリオを作うた児童全

員が、実際に大学生を相手にロールプレイングの学習

活動を行えるよう工夫した。また、作つたシナリオを

単に読み上 l―Fる だけではなく:矛 どもとやり取りを行

った大学生が丁寧な指導性を発揮することで、子ども

がシナリオに込めた意図等を先ずは小グループの他

めメンバニに披露するように促 した。さらに:その優

れた点を学級全体へ「FDけ発表させ、一人一人のシナリ

オの価値を学級全体で賞賛し、それを共有するものと

した。

番国―ルプレイングの鬱リン 。シナリ麟づくの鬱

Aさんになうたつもりで、酒の勧めを断るためのセl」 フ・シすリオを

‐         空らんに書き込んで<ださい。

相手 :「おしヽ、おまえも飲んでみるよ。これあげるよ。」 ■    |
Aさん:                            |

相手 :「 これぐらい大丈夫だよ。テレビのCMでやつていたけどtジユース

と同じようなものだよ。体の調子が変になったりはしないよ。」

Aさん :

相手 :「 )西ぐらしヽ飲んだつて、1誓来、別に病気になるわけじゃないんだから、

飲もうよ。」

Aさん :         |              |

相手 :「Åあちが年下なんたからさtおれあ童ぅことを議けょ。icllで いぃ
からさあ、飲めよ。J

Aさん :                |

翁::与87多彩墓霧′だ二2喜 g警響P醤塞魔喜査管じ言懇琶警絶筆2星寛
て飲酒の害から体を守りましょう。

※授業で活用したワークシート。書き込みに困難さ7_‐感じている子ど

も|こ 対しては、数師がは極的に関与していき、その子どもなりの悪蓄

判断を文章 (シナリ露)の形にさせ、それを仲間|こ 披いさせるように

した。また、飲酒の書等の理由を込めて断ることの大切さを説いた。

加えて、ほ後仰シナリオの場面においては、単に動るだけではなく、

相手の健康を気はつたり、飲酒行為を改めさせるような勘言を行つた

りするセリフをはき込おように、ほ極的に働きかIすた。

(資料 12)

:藤 ≪亀鰺鶴繭蝙 |

今はとても後饉 しています。

餞が選を鑽んでしまつたのには、こんな√わ |サ・章つかけJがあつたのです一・

地域の難籠りがあつ難彗でtノだ、そこヘー人で殿び|さ いくと、進

繰籠違賦 しヽる中学生のお髄 んがいました。しばらくの間、お完

さんとお感をまl‐2つ て、食べ鞠な頸oた り1ノ ました。体錮のベンチ

ほ二人で塵って、露フ雄絢奮菫べ
`よ うとした時です。お鬼鬱 tlが、

8い経の中から「ジュース:こ似たJ_うな潜」を取り出1/て 靭み始め

ました。そして、「おい、おまえも飲んでみうよ。こ11揚 1ヂるよ,」

と彗いながら、催進港避動路てきたのです。どうtrょぅかと薔えて

いたら、「なにモジモジしているんだよ.少 しぐらいなら大文夫だよ.シ ュースこ懺じだよ.」 と、

さらに強く艶めてきました.催は、少し送つたけど、お兄さんから言われたことだし、ちょつと

おいしそう餞も慇えたし、鑢闘それを飲メνで17ま し〕議した.でもつは餞饉していまり.

【撥餞隧隕]

『贔冬笏憲鰺靱冬核眈耗務輻

■1黎凩琲饒瘍躙餡蜀輻魏躙蟷魃靡 ‐

Aく ん機、酒巻勧めてくるお党さムJ[、 rOのくにI,に 対応す細晨 層避飲ます
'こ

」・/1′だのでし

ょうか、通の勧めを断るためのセリp・ シナリオ査、次の空らん颯鐵き込/trで、Rい断り港抵A
くん(こ難だであ|ザましょう。艤き込みが鋒わつた後は、グループの中で、そのセリフ‐シずザイ

をもとlt tメた0-ルプレイングを婁繁に微しヽまず。

鰺 理ジTジとしたような数義量輩鑢を優わず、せいたい蓼を「ハッキlJ」 とした苦繁にしよ

艤 ケンカずるような世驚や、ふぎ1サ たりすも驚構は便0ないようはじよう。

脩 「遷の豊」につ年`て、もう―慶慈しヽ繊l_・ てみよう。その
=通

の冒」晋E"が港を駅まな帆

鯉機にして、断薔セリフ・シナ」イを1)つ てみよう.

膠 お鬼さんの「整|ヽの言鐵」0中 :こ ある「麟燿tl」 や「 1矛盾」を韮じながら羅る t・・リフ・シ

ナll澪 種雀つてみよう。そし'(、 最畿甦は、お兄さんへ「飲酒壁止める」よう苫翼奄かけ

てあ|ザよう。

″
／



ノfヽ 学校体育科 :「飲酒の防止Jについての授業開発の試み

ぶ 授業実議撥様子

※回―ルプレビング蓬行ってい儡授業賽餞瘍様子。「ど饉よ憔な知識

をもな:こ 轟量 贅判織をして纂つた動かJ、 議た、「作つたレナリ鎌翁議

図|ま 旬か』|こ ついて、数師が了攀 |こ 聞き取り、それ甕瑾ヽグジ♭・‐‐プや教

豊盆体で笑奪できるよう働きなけた。農嫁の藩鼈 。判断の意図が反達

に理解され、議た反違の悪者 て判断舎意麟を十分iこ理解でき馨と急ヽう

授簑の展開のながで、子どもたちはさ嘔:こ 積極釣|こ 授業に取り組んで

いくと1/kう 、好循轟餐生み出ず学習活動となつた。

子どもたるか儡は「飲酒鶴鰺攣 |こ奪えてはむLiずない。死んでし畿う

ことも議るのだから。J、 「Pん軍―ノ♭は大切な脳|こ 悪顧けを善えるか

ら、私は飲まなし亀。J、 F筆上とが筆下とが関係をしゝよ。(コ ップ餐ひつ

く惨返す)総露さんち囀学盤なんだし、観通なんな絶対 |こ や鍮たほう

が群繰よ。轡『濯の試台饉臨られなくなったり鶴雪鶴んぼか5」、「窪鬱

が譲金 (科料)甕儀わなしヽか暴農をLとなしゃなくて、自鬱て白鶯の生

き海誕)ゃ率ッと書せたほうが良しヽですよ。だが等酒|ま止めてくださ

しヽ。Jと しヽつた内容の文章 (シ ナリオ)が発表された。

滞  「飲藩め防止態に関する保健学習の授業展灘

以上のよつを教材ぶくりを麟まえた授業を、増ヽ学技

め時爾製の 機時蘭続き (4跛 介+4醸 分母 扮や分問)で実

践 した。授業鋳間を傲鋳間にした饉由は、熱機の獲得

のための時間を十分をこ確保 し、それを鰺まえた中で、

意考力 む黎断力を深路る授業場画を充実みせ儀ためで

あった。次項には、その授業震鋼の機路を示す (資料

13)。 実鮨砕授業実践⑫様子や、活層 した教静 学

習活動簿につし`での詳綴は、これまでに記載 してきた

資料 1～ 資料 10を参照 されたしヽ。

今回の授業では教科書は使わずは、今回の授業用に

作成 したデS―・クシユ トで魏轍覚教構
｀
等を驚いなメ鍵

の授業となった。

また、学級仰児童を 5つの電ヽグループに分け、それ

ぞれのグループにTT仰 ∵量である大学生が振 り付

いて遣宣指導を行いながらグループ活動を講発化 さ

せ、学級全体の授業鈴進行 機展開については学級担性

役メ リ・―‐ドした。

な簸、授業璃は「機の書力ヽ各体を守ろうJであ巻。

W おお りに

本機は、現在に至卜「飲酒の書」‡こ関する投鶏実践

の機颯綺な系議を振 り返 りな写ら、始の実践 (主 に保

鱚学膏)の 中に内在する解決されるべき譲題な見つけ、

また、テレビのアルコ…ルCMに象徴 され乙、子 ども

たちを取 り巻 く現在の社会環境母問題点を麟まえな

がら、小学校 薇eは 年生における律育科 :「飲懸の難止遷

に関する歌材でくり遍授業憚発を試みた。

議腫織一つとして指摘 した、い粋ゆる「知識伝達饗」

の授業、蓑た、単な卜知識の獲得に偏 り

「

ち蒔輝ヽ学校

勢「飲攘の誇止Jの授業‡こ対し、輸れを解炊-4~る ため

に、『「思考/11。 判断力聾の育成につながっていく「鰺

講鞠 の獲得』が可能となる歌結を提示できたことは、

本機の一つの研究成果であると言え儡。詳細なれ容は

国章で示した通りであ感が、それまま具修鑽で分かりや

すか極臨覚教材の開発 饉講用であつたり、脳0穫饗の

活用した「鷺常の巖壌と「飲藩によって書縮してしま

つた艤」の量さ翁比較賞躾であつたり、また少量のプ

ルコールによつても澱えを健康被害鮮もたらされる

ことな視覚的に理解すること写でき碁血中アルコーー

ル幾度に関す暮実験等である。これらから得られた熱

議が、授業後半の悪考力 藤判断力を育成する学習場爾

(ロ ールプレイング等)にお17jる 子どもたちの学びを

維めていつた。

また、その意考力 。判誘力な育成す儀ための学膏場

面として期待されているロールプレイング鍛機いに

おける震爾 (=「ただ飲酒の機めを滸わればいいJと

いつた「Mれ る技畿Jの育成に優つてしまつている状

漉)に対しても、それを解決す儡手段として、『少入

数によはグループ学管を組織して、そこれ闇わは数師

が子どもたちの意見 策表現に対して丁寧に関おり支援

してしく という授業方法』を撮示できたこと亀、本饉

約一勢翁研究成果であ4と 言える。それは「飲繭鍮鋳

止Jな国す儀奪P電 性を有す鶴者写複数Å饉 な形で骨チ

ームティ・―‐チングの機翼でもあり、子ど亀たちの「な

ぜ自分が難懸を拒蓄する0豫 にヽついで理由を進めて

自信をもって説明できている姿Jにその効果が表れて

いた。

また、アル 顕―ル CWを分析す 櫂学奮活動 において

は、賑やがで楽天疱な 呻闇 鋏儀 とi7■ 対称軋は、冷節で

思慮深 く批判鼈思考 も嬢 薙 され た分析 を多 くの子 ど

tたちが行 えることを実証できたことも、本機 の一つ

の研究成果であると言 えよ う。

本稿の成果が、今後の「飲酒 仰鋳■LJの授業研究の

発展 の一動 とな り得 ることがあれ ば幸いであ巻じ

謝辞

授業陶発・機業実錢|こ際して檬腱など整脩ご蒻言を急ゝただいた離岡

叢鐵立懸学校なわが|こ 静圃繭数竃甕爾翁学撞教竃課の先饉方|こ 対し

まして懸より惑議申し上‡ず議す。寂難、今圏の慢業開発・推警突賤|こ

参加していただいた餞国大学教育学部赤鐵緩究室ので戦学生の審緩

|こ もそのご漏躍|こ 対して懸より惑議等し上場ます。

臀
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(資料 13)

●授業名

●目 標

●授業時間

酒の害から体を守ろう 「単元 :病気の予防」(第 5学年・第6学年)

飲酒が健康を損なう原因となることについて、反達の意見を聞いたり、自分の意見を言ったりしながら進んで学習に取り組もう

とする。(関 lb・ 意欲・態度)

飲酒が健康を損なう原因となることについて、その健康被害を予測したり、健康被害を防ぐための方法を提案したりすることが出

来る。(思考・判断)

飲酒が健康を損なう原因となることについて、人体にもたらされる症状やその深刻さを理解することが出来る。(知識・理解)

飲酒によつて健康を害してしまう人の数を低減させるための予防啓発活動が、地域の保健活動として様々な形で展開されている

ことを理解出来る。(知識 。理解)

; 2時間続きの 90分

学習内容 留意点  (評価)

●導入

飲酒が人体の各器宮へ悪影響を喜えたり各種疾病の発症に深く関与したりすることなど、その

害の全体像に触れるための「カードゲーム」の実施。(資料 1)

●飲酒の害についての知識・理解を深める場面   ,

①脳への悪影響について、視聴覚教材の視聴や脳の模型に触れてそれを持ち比べることで理解

を深める。(資料2)

②呼吸やlb臓の働きへの急性的な悪影響について、視聴覚教材の視聴や血中アルコール濃度に

関しての「問い」に対する追究活動、またワークシートの活用によつて理解を深める。(資料3)

③急性アルコール中毒により嘔吐物をのどにつまらせ窒息死する可能性について、視聴覚教材

の視聴やイラストでの確認作業、また実際の内視鏡の映像を見ることで理解を深める。(資料

4)

④肝臓の病気など長期にわたる飲酒が悪影響を与えて発症する病気について、視聴覚教材の視

聴で理解を深める。また、長期のアルコール依存に陥らないようにするための予防啓発活動

が地域の保健活動として様表な形で展開されていることを理解する。(資料5)

⑤飲酒による判断力の低下で、けがや事故が発生する可能性が高まったり、死亡事故が発生し

たりすること、また未成年者のF・5題行動を誘発する可能性があることについて、視聴覚教材

の視聴や「問い」に対する追究活動、ワークシートの活用によつて理解を深める。(資料6)

(資料7)(資料8)

⑥未成年者の飲酒は法律で禁止されていることについて、ケーススタディの形式において意見

を交流させながら、その理解を深める。(資料9)

⑦テレビCMなどの広告の影響を受けて飲酒を開始するようなことがないように、メディアに

対する適切な分析力・対処能力が必要となることについて、実際のテレビCMの特徴やFo5題

点を指摘・検討する学習活動によつて理解を深める。

(資料10)(資料11)

●飲酒の書についての知識・理解をもとに思者力・判断力を深める場面

飲酒が人体に悪影響を及ぼすことに関する知識を活用しながら、飲酒防止に向けた思者力・判断

力の育成を図るための「学習活動 :□ ―ルプレイング」の実施。(資料12)

～ 授業終了 90分～

導入時においては明るい雰囲気でカード

ゲームとワークシートヘの書き込み作業を

通して、飲酒の害の概略について学ぶ。

(関心・意欲・態度)

(知識・理解)

視聴覚教材の視聴やそれに対応したワー

クシートヘの書き込み作業、意見交流や

様
～
な学習活動と通して 飲酒の害の詳細

について学ぶ.

酒の害を必要以上に強調することは控え

たいが、こと未成年者の飲酒については絶

対に許されないという立場において授業を

進める。

アルコール依存症については、大人であ

っても自分の行動や思者をアルコールに支

配される病気であり、その健康被害の大き

さに触れるとともに、その予防と治療に向

けた保健活動が地域で行われていることを

学ぶ。同時に、海外での啓発活動の積極性

についても触れる。

日常的なケースを取り上げる中で未成年

者飲酒禁止法に触れつつも、最終的には自

分たちの知識と強い意志で「飲酒しない生

活」を選択する必要性について学ぶ。

日常生活の中で接する機会の多いテレビ

CMの問題点につい学ぶ。

(知識・理解) (思 者・判断)

知識を活用する学習活動としてのロール

プレイングを実施する。発表者の発表内容

の長所が、他の子どもの発表の参者となる

よう、教師が積極的に賞賛し支援する。

(思者・判断)
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